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On Extracttion of Magnesium from Product Obtained by 
Roasting Serpentine with Ammonium Sulfate 
Akihiko Tanaka and Hiroshi Katayama 
Abstract 
Continuing the theme of the previous report， we have studied the e妊ectof roasting and leaching 
on magnesium recovery from the product obtained by roasting serpentine with ammonium sulfate 
Th巴 followingresults were obtained: 
1) Roasting at 4500C for 1-2 hrs is suitable for magnesium recovery. 
2) 1t is desirable to leach in hot water and the leaching time required is 0.5-1 hr. 
3) 1t is difficult to separate iron from magnesium， but silica can be separated completely. 
4) Ammonium sulfat巴 ispartly lost by its decomposition. 1n order to achieve optimum 
magnesium recovery without excessive ammonium sulfate loss， itis effective to roast the mixture 
usinig a controlled heating rate 
1. 緒 罰























定される熔焼反応式によると蛇紋岩中の MgOと硫安の当量モル比は 1:2であるが， 硫安が
MgO以外の介在成分とも反応して消費されることを勘案して 2者の配合モル比は 1:3を中心
とし， ほかに 1:1， 1: 2， 1: 4の4段階について実験を行なった。 なお1回の試験における蛇紋
岩の使用量は 2gに一定したので，これに配合する硫安の量はしたがって 7.86gおよび 2.62，
5.34， 10.49 gである。
2. 実験装置および方法




下に位置せしめた。熔焼時聞は 0.5，1， 2， 4 hr.，熔焼温度は 3000，3500， 4000， 4500， 5000， 5500C 
とし， 手動により ほぼ 士50C以内に保持した。 熔焼終了後速やかに炉から取 り出しデシケ ター
ー中で冷却，秤量した。
ついで熔焼物は浸出容器に移し入れこれを恒温水槽内に悶定し浸出を行なった。恒温水槽
は入力 1kWで浸出容器内の温度を 土OSC以内に調整するこ とができた。 なお 800C以上の
高温浸出の場合はさらに 0.5kWの投込式シーズヒ ーターを併用した。
浸出容器は容積300ccの三ツ口フ ラス コでこの中に熔焼物を移し入れ， あらかじめ所定温












前報において可溶性の Mg複塩を生成す る温度は 4000-5000Cであることがわかったの
で，まず最適の実験温度を決定するための一連の実験を行なった。この実験における熔焼時間
は 2hr.と一定した。 またこの際の浸出条件は 800C， 1 hr.とした。 この結果を図-1， 2に
示す。
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図-2 酸化欽の溶出率におよぼす
熔焼温度の影響
酸化鉄の溶出量も熔焼温度の上昇と ともに急激に増加し， 4500Cをピー クとして MgOの
場合とほぼ同じ傾向を示し，高温で急速に低下する。この浸出残i査を観察した結果 4500C以下
で熔焼したものはおおむね灰色であるが，5000C以上のものでは赤褐色を帯び量も低温熔焼の








つぎに配合モル比を 1:3に一定し， 4000， 4500， 5000Cの各焔焼温度について熔焼時聞を変
化させて試験した場合の結果を図-3，4に示す。 これより MgOの抽出率は最初急激に上昇
し， 1 hr.以上ではほぼ横ばい状態になる。 したがって蛇紋岩中の MgOと硫安の反応は 4000C
以上の温度では大体 1hr.以内に完了すると思われる。 ここで 5000C熔焼のものだけが長時間
熔焼すると抽出率が低下している。これは前述の理由で浸出時鉄の加水分解量が多く，この結
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化をまとめると 図-5，6のようである。 図示されるよう に MgOの抽出率は配合モル比が 1:3
までは硫安配合量の増加とともに上昇するが，それ以上ではほぼ一定になる。とくに 1:2以下
の配合比における抽出率の上昇が顕著でありこのことからも前報で推定した反応が主反応で、あ
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中の 1分子の NH3はJ.W.F巴ttermanら2)も指摘しているが， ほとんど分解しない状態で放







1) MgO抽出率の上から最適の熔焼条件は 4500C，1-2 hr.である。これより高温では抽
出率が幾分低下し，また長時間焔焼はあまり効果がない。
2) 硫安は蛇紋岩中の MgOに対し 1:3あるいはさらに少なく 1:2.5程度のモル比に配合
するのが適当でこれ以上の配合はむしろ不利で、ある。
3) 浸出時聞は 30min程度で十分であるが， 800C以上の高温浸出が必要である。







蛇紋岩中のマ グネシウ ムその他の金属成分回収に関する一方法について(第2報) 271 
鉄の分離は浸出液の中和によ るほかはなく， これには熔焼時に発生する NH3の回収， 利用が
最も有利と考えられる。また硫安の損失の防止策としては熔焼穿囲気の調節なども考えられる
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